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　ケータイがパカパカしたので、更新しま
した。
　そもそもそれまでは、2017 年の 7 月号
でご報告した通り、Android の ZenFone3

（ZE552KL）を使っていたわけです。これ、
背面にガラスのカバーがかかっており、両
面ともガラスでツルツルという仕上げ。今
までにコンクリなどの硬い床に数回落とし
ましたが、全面ガラスはびくともせず、ヒ
ビ一つはいっていません。これに対し、裏
側のガラスはそこまで強くないのか、ぴっ
という分割線が数本走っている状態です。
　そうして 2 年半ぐらい使ってきたわけで
すが、この年末ぐらいか裏側の隙間が気に
なるようになってきました。どうみてもバ
ッテリが膨張しており、その圧力に裏側カ
バーが耐えきれず、ガラスの割れ目で折れ
曲がって、隙間ができたようなのです。こ

んなの、放置しとけば故障まっしぐらじゃ
ないですか。というわけで、やむなくケー
タイの更新を狙ったわけです。
　前回の記事でも触れたとおり、そもそも
ガラケーで使っていた、microSIM を流用
して電話に使い、データ通信の方は IIJmio
の nanoSIM を使う構成です。Zenfone3
の DSDS（Dual SIM Dual Stand-by）を
利用したわけですね。通話の方は FOMA の
ケチッケチプランで、基本料金がひとりで
も割 50 で 50% 割引の 743 円、これに
i モード、SP モード、留守録とユニバーサ
ルサービス料が ISP セット割つけて 583
円と、合わせて1,326円税抜がベース料金、
これに通話料が乗っかる形です。通信につ
いてはこちらの SIM では 1 ビットたりと
も送受信しないため、基本はゼロ円。パケ・
ホーダイダブル / シンプルなので、使わな

ければ利用料はゼロ。まあ電話はするので、
全体としては税込 2,000 円ぐらいという
維持費になってました。一方で、現在提供
されているギガライトでは、1GB までしか
使えないのに月額 2,980 円となってます。
仮に現在 iijmio で使ってる 5GB 程度の通
信も賄うとすると、月額 4,980 円。一方
で iijmio のファミリーシェアプランは月額
2,560 円を SIM3 枚でシェアしているの
で、等分すれば 4GB が 853 円。この仕組
に切り替えてから 3 年経ちましたが、まだ
まだ DSDS 運用の方が安価なようです。
　さて、というわけで裏蓋がパカパカする
Zenfone3 の代替機種を選ばなければなら
ないわけですが、最低限 DSDS をクリア
する必要があります。でまあ、microSIM
が使えれば手間がないわけではありますが、
世の中そんなに甘くはない。流石に最近の
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　2020 年 1 月 18 日の土曜日。前日深夜に Zenfone6 を発注
したため、docomo の SIM を nanoSIM に変更する必要があり
ました。暇だから、機材が届く前に交換しておくかと思い、川越
西口、交番の向かいにあるドコモショップ川越店に、夕方でかけ
て行ったわけです。入り口の人に microSIM を nano SIM に変
更したいと伝えたところ、予約が入ってるので 90 分待ちだとの
こと。暇なので構わない旨答えたところ、アンケートに記入しろ
という。SIM 交換に必須ではないようなのでそちらは放置。また、
別にブギーボードが渡され、名前と契約している電話番号、生年
月日を記入せよという。ブギーボードなので記録が残らないとい
うわけか。以前来たときは紙に書かされたが、ちょっとは進歩し
たようだ。ただ、使用目的を伝えず、ただ書けってのは感心でき

FOMAの nanoSIM
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なかったぞ。個人情報保護、しっかりしような。
　でまあスマホを見ながら時間を潰してたわけですが、15 分
ぐらいしたら「雨のせいか時間になっても予約の方が来ないの
で、どうぞ」と言われ、窓口に向かう。担当の女性の方は開口
一番こう言った。「FOMA の nanoSIM はスマホで使えません
よ」ええっー !? 衝撃の発言 !! ネットにあんだけ実例転がってる
のに、第一 Zenfone6 は対応してるし ...「そもそも、FOMA の
nanoSIM は●存在しません●」「えっ、ないんですか？」「ない
です。nanoSIMはXiに交換するしかないです」「ふぇー...」「FOMA
から Xi に交換する際、一回だけクーポンが使えます。当店では、
これで最大 99,000 円引で端末を販売します。さあ、交換しま
すか？」とか、吠えまくる。初めてスマホ勢と舐められてる模様。
その場は「検討します」で退散した。で翌週、ドコモショップゲ
ートシティ大崎店では、存在しないはずの FOMA 対応 nanoSIM
に、何の躊躇も問題もなく、さくっと交換してくれた、というわけ。
キャンペーンだもん、売りたいよね川越店。でもウソはいかんの
じゃないかな、ウソは？
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機種は両方とも nanoSIM じゃないと入ら
ないようになってきました。あとは FOMA
の電波に対応しているかが問題となるわけ
です。ここで一つ冒険に出てみるというの
も手ではあるのですが、そもそもがパカパ
カな裏蓋をなんとかしたいというのが強
いので、そこまで値が張るのもちょっと
ね、というのが正直なところです。だから
FOMA でケチッケチにしてるわけですし。
かといって、中古の方はバッテリの持ちが
ちょっと心配。
　その時、ひらめきました。そういえば
iijmio は音声サービスもやってる。であれ
ば端末も売ってるはず。で見てみると、端
末販売もしている上に、割賦販売もして
るじゃないですか。多少の金利に目をつ
むると、毎月 1/24 ぐらいの負担で使え
るわけです。で、現在取り扱ってる端末
で、Zenfone3 よりましなスペックのも
のを探してみます。まず DSDS 対応とい
う時点でごっそり消え、次にカメラスペ
ックが 1,600 万画素以上とすることで、
Huawei Nova 5T、Asus Zenfone6、
Oppo Reno 10x Zoom の 3 機種しか残
りません。いずれもカタログスペックは
4,800 万画素ですが、値段は Nova 5T、
Zenfone6、Reno の順です。結局は同じ
Asus であること、値段もそこそこ手軽で
あることなどから、Zenfone6 の 6GB 版
を選びました。一括で 64,800 円、24 回
払いで 2,750 円、いずれも税抜です。金
利分が 50 円。
　メインメモリ 8GB、ストレージ 256GB
の上位版もあってちょっと心が揺れたので
すが、256GB で足りなくなったときがち
ょっと心配なのと、差額 600 円にビビっ
て 6GB/128GB の方にしちゃいました。
これの吉凶はそのうち分かることでしょう。
いずれにしろ、ストレージが足りなくなっ

ても、256GB なストレージの機種が入手
可能である、という状況なので、行き詰ま
り感はなくて済みそうです。
　サイトでポチっとしたのが 1 月 18 日の
2 時。同日 10 時には本人確認が完了、3
日後の 1 月 21 日 6 時に発送確認のメール
が届き、翌 1 月 22 日に到着予定。残念な
がら受け取りできなかったため、近所のコ
ンビニに再配送してもらって、1 月 23 日
の 23 時に無事端末を受け取ることができ
ました。翌 1 月 24 日に端末をかばんに忍
ばせ、会社でセットアップします。
　さて、ここで約 40GB のデータをどうや
って移動するかが気がかりでした。まずは
gmail 関係のアカウントの ID/pass をリス
トアップして、両腕振り回して入力する気
まんまんだったものの、実際には「データ
のコピー」と「ASUS Data Transfer」に
より、小一時間ぼけーっと待ってるだけで
ほぼほぼ環境がそっくりコピーされてしま
いました。年寄りにはびっくりの手軽さで
す。さすがに IMAP でアクセスしていたメ
ールアカウント等はコピーされていなかっ
たものの、有効な wifi 接続情報や、パスワ
ードとか日本語入力とかの履歴も再現され
てて、ちょっと寒気がするぐらい。こうし
てあまりにあっけなくデータがコピーでき
たため、開封して数時間もするとブラウザ
として問題なく使えるようになってしまい
ました。さすが 21 世紀だ。数千枚の写真
も何の問題もなくコピーされていました。
　さて、後は microSIM を nanoSIM に切
り替えるだけです。あらかじめ docomo の
サイトで SIM のサイズを変更する際の注
意 点 を 確 認（https://www.nttdocomo.
co.jp/support/simcard_other/）し、念の
為プリントアウトして大崎の docomo ショ
ップに向かったところ、予約でいっぱいだ
から 17 時に出直せとのお達し。仕方なく

その場は昼飯を食って会社に戻り、時間を
潰して再び 17 時に出頭。その場で裏蓋パ
カパカな Zenfone3 から microSIM を抜き
出して、Zenfone6 を起動して技適マーク
を確認し、さらに SIM トレイを抜き出して
nanoSIM でなければ入らないことを確認し
た上で、ものの 5 分とかからず nanoSIM
を渡してくれました。さすが東京は違うよ
ね。川越くんだりとは大違いだわ。
　SIM1 に docomo を、SIM2 に IIJmio
を入れて、それぞれ設定しますが、残念な
がら SIM1 をうまく認識しません。ちょっ
と冷や汗が吹き出しましたが、念の為電源
を切って再起動してみたところ、無事 SIM
を認識、docomo 回線に接続できました。
試しに 117 にかけて時報が鳴るのを確認、
別のケータイから電話かけてみてつながる
ことも確認。これで無事裏蓋パカパカな環
境から、新品スマホへ乗り換えることがで
きました。Zenfone3 のころは IIJmio の
APN を手打ちしたような気がしますが、今
回は刺すだけできちんと認識してました。
まあ、IIJmio から買ったんだから、そうで
あって欲しいですが。
　Zenfone6 にはプラスチックの薄いケー
スが付属してました。まあ前面ガラスが割れ
ないにしても、落として角が地面にあたって、
金属部分がえぐれたり凹んだりするというの
はよくあることなので、ケースで緩和される
ことを期待したいと思います。そもそもそこ
まで重くないのは良いことです。
　まだ使い始めて数日ではありますが、
とりあえずは満足しております。ただし
4,800 万画素だと HDR で撮影できないっ
ていうのはちょっと誤算でしたけどねぇ。
頼みますわ。


